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保健学系学生が考える「尊敬する医療人」に関する調査
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１）九州大学医学部保健学科看護学専攻
２）九州大学医学部保健学科検査技術科学専攻
３）九州大学医学部保健学科放射線技術科学専攻

Ⅰ　はじめに
本学の全学教育科目「医療の歴史」は個別教養
科目（高年次履修）に位置づけられ，平成15年度
から開講し，その具体的な授業展開計画は以下の
とおりである（表１）。　本科目の授業の目的は「医
学や医療技術の発達および医療に関わる専門職成
立の背景とその役割について，歴史的変遷の観点
から学ぶ」ことにある。その授業概要は，「１.原
始時代から現代までの医療の歴史的変遷を学ぶと
ともに，その過程における看護・介護の歴史と
看護専門職の成立の背景及び現代の現状と課題に
ついて学ぶ。２.放射線の発見により，体内の病
気をメスで切らずに探し出し，治療する技術が発
達して，放射線を有効かつ安全に利用するための
放射線医学の進歩を通して医学の歴史を学ぶ。
３.臨床検査は診療に有用な情報を提供する技術
であり，医学・医療の歴史的変遷の中での臨床検
査技術の歴史を学ぶ」である。保健学系の学部に
進学する学生は，比較的若い時期から高い職業志
向性を持ち合わせている可能性が高いと考えられ
るが，学生の中には明確な進学目的がない，ある

いは自らの志望をさまざまな条件によって変更し
なければならず，仕方なく保健学系学部に入学し
ている学生も存在している可能性もある。それら
の学生は職業的なコミットメント及び保健学系の
授業に対して親和性を感じにくい状況にあるかと
判断される。そのような状況の上に，学習進度上，
入学して間もない初期の段階では，充分な専門的
知識の蓄積も少ないと考えられる。1年次の全学
教育の教養を深める段階では保健学系授業科目は
ごく短い時間，楔型に授業展開されるのみで，幅
広い専門的な知見を深めることができにくい状態
にもある。「医療の歴史」の授業では原始時代か
ら現代まで人々の健康的な特徴，医療上の歴史的
発見や行為，関連する技術や医療福祉の行政及び
教育制度の進歩を沿革的に概観することが目的の
１つである。と，ともにコメディカルの専攻の学
生達が一堂に会し，各々の職業の専門職としての
成り立ちや発展を学ぶことによって，将来，チー
ム医療の担い手になった際にお互いの職能を理解
し，密接な連携活動が取れるような教育の場と
展開することも目的の１つである。「医療の歴史」
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の授業の中で，学生は各々の専門分野の先達であ
る医療人の偉業について数多く学ぶ。その渦中で
学生の興味を引きつけ，その偉業に感心し，学生
の生き方のヒントとお手本となるような「尊敬す

る医療人」の存在が，数回に亘って刻み込まれ
る。このことは専門職業人として端緒についてい
る1年次生にとって，各々の職業コミットメント
の涵養の上からも大事なことであり，教授する立

表１　個別教養科目（病院地区開講）　「医療の歴史」　平成１７年度授業展開計画　

目的：医学・医療技術の発達と医療の専門職成立の歴史や背景およびその役割について学ぶ。
日時：木曜日　４時間目（15：15～16：45）　　単位：２単位
教室：医学部保健学科　７番講義室
　担当教官：医学部保健学科教員（オムニバス方式）
　　　　　【A教授】　　　看護学専攻
　　　　　【B教授】　　　放射線技術科学専攻
　　　　　【C教授】　　　検査技術科学専攻

留意点：履修・受験届は六本松地区教務掛に4/22（金）までに提出して下さい。（本学科学務掛ではない）
　１，検査技術科学専攻は全員，履修を望みます。（当該学科で関連の歴史の授業はありません）
　２，看護学専攻は看護学概論の一部です。1年・2年次1学期に受講することを望みます。
　３，毎回，テーマ完結型授業です。時々，レポート提出，小テストもあります。出席を重視します。
　４ ，使用テキスト：小川　鼎三　中公新書　39「医学の歴史」中央公論社　780円　病院地区生協で販売してい
ます。その他の参考文献などは各講師が授業中に提示します。

　５ ，成績評価の基準：毎回の出席状況，レポート提出，小テスト，授業態度などにより，総合的に判断します。
レポートはインターネットのコピーは不可です。数多い資料を用い，必ず，文献の出典および自分の考えを盛
り込んで下さい。

日　時 授　　　業　　　内　　　容 担　当 教　室

１ ４月14日
木曜日 医学の歴史１ A 7番講義室

２ ４月21日
木曜日 医学の歴史２ A 同上

３ ４月28日
木曜日 放射線の発見と放射線障害の歴史 B 同上

４ ５月12日
木曜日 画像診断の歴史 B 同上

５ ５月19日
木曜日 核医学と放射線治療の歴史 B 同上

６ ５月26日
木曜日 原始看護と古代看護 A 同上

７ ６月２日
木曜日 中世・近世の看護 A 同上

８ ６月９日
木曜日 臨床検査の成立から近世の医学の中での臨床検査 C 同上

９ ６月16日
木曜日 細菌学に始まった臨床検査の歩み C 同上

10
６月23日
木曜日 検査の中央化と臨床検査技師の誕生、そして現在の臨床検査 C 同上

11
6月30日
木曜日 近代看護の確立と展開 Ａ 同上

12
７月７日
木曜日 現代の看護、ナイチンゲールの看護がわが国に与えた影響 Ａ 同上

13
７月14日
木曜日 今日の看護の現状と課題 Ａ 同上
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場としても時代観，歴史観を明確に捉えて，正確
に学生に興味が湧くように教授する必要がある。
学生は先達としての歴史上の，国際的な，日本的
な著名な医療人を知ることを皮切りに，身近な自
分が居住する地域にも，地域に貢献した医療人が
いて連綿とした医療史というものが存在し，現在
の自分および自分を取り巻く共同体が存在するこ
とに思い至るようになる。医療の変遷が遠い存在
から，より身近になり，現実味を持ち，考えられ
るようになる。そこで，学生が「任意の時代の自
分が尊敬する医療人」と「学生の居住地域の著名
な医療人および施設」を学生自らが調査すること
により，「医療の歴史」への興味を深め，医療専
門職により強い関心を寄せ，自分の職業・学問的
コミットメントの一助になることを目的として調
査を行った。

Ⅱ　調査方法
１．対象： 保健学系学生 75名（1年次生 70名，

編入生４名，他学部生 1名）
  女性63名，男性12名，看護学専攻33名，検査
技術学専攻41名，他学部（農学系）1名，放射
線技術科学専攻は同時間に授業開講のため，受
講者無し。
２．期間：平成 17年 5月 26日～ 8月 22日
３ ．調査方法：学生にさまざまな使用媒体は自由
であるが，できれば現地踏査を行い，下記の課
題を網羅したレポート形式で提出させた。
網羅すべき点
①　任意の時代の自分が尊敬する医療人
②　学生の居住地域の医療人および施設など
③　この医療人を選択した理由
④　この医療人の尊敬できる点
４．解析方法：提出したレポートから，①②は単
純集計，③④は文節のコーディングを行い，カ
テゴリー化して傾向をみた。

５．倫理的配慮：レポートの結果を調査報告に活
用する旨，説明し，協力の意志の有無について
聞いた。協力の意志が無くても成績評価に影響
がないこと，個人のプライバシーは遵守される
ことを説明した。協力の意志有りは受講生76名

中75名であった。

Ⅲ　調査結果
調査協力の意志有りの受講生76名中，75名

（98％）のデータを使用した。

１.「任意の時代の自分が尊敬する医療人」

「任意の時代の自分が尊敬する医療人」の調査
結果は以下のとおりである
（表２）（図１）。多い順に「ナイチンゲール」

14（18.7％），「マザーテレサ」11（14.7％），「野
口英世」9（12％），「シーボルト」6（8％），「北
里柴三郎」5（7％），ヒポクラテス3（4％），中
村哲2（4％），杉田玄白2（4％），シュバイツァー
2（4％）その他21（30％）であった。そのうち，

個　　　人 　件 数
ナイチンゲ－ル 14

マザーテレサ 11

野口　英世 9

シーボルト 6

北里柴三郎 5

ヒポクラテス 3

中村　哲 2

杉田玄白 2

シュバイツアー 2

E.キュブラー・ロス 1

E.ブラックウェル 1

ベサリウス 1

荻野　吟子 1

コッホ 1

華岡青州 1

ハンター・アダムス 1

ゼンメルワイス 1

O.フレミング 1

ジョン・モーガン 1

解体新書の人々 1

集　　　団 件 数
国境なき医師団 3

チェルノブイリ支援の会 2

アメリカフレンドシップ 1

骨髄バンク 1

ワ－ルドビジョン 1

表２　任意の時代の尊敬する医療人（n=75）
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「ナイチンゲ－ル」をはじめ，歴史上の人物は67

（89.3％），「中村哲」をはじめ現世に生存する人
物が4（5％），「国境なき医師団」，「チェイルブイ
リ支援の会」など公的私的な保健医療支援ネット
ワークなどの団体は8（10.7％）であった。
次に専攻別に見てみると看護学専攻では「ナ
イチンゲール」5（15％），「マザーテレサ」4

（12％），「北里柴三郎」3（9％），「ヒポクラテス」
3（9％），「国境なき医師団」3（9％），その他（単
独）15（46％）であった（図２）。検査技術科学
専攻は「ナイチンゲール」8（19％），「野口英世」

8（19％），「マザーテレサ」7（17％），「シーボル
ト」7（17％），「杉田玄白」3（5％），「シュバイ
ツアー」3（5％），「北里柴三郎」（5％），その他
（30％）であった（図３）。

２.「学生の居住地域の医療人・施設・団体」

「学生の居住地域の医療人・施設・団体」の結
果は以下のとおりである（表３）。　「自分の地域
の医療人」として，多い順に「貝原益軒＝福岡」
11（14.7％），「北里柴三郎＝大分」8（10.7％），「ル
イス・アルメイダ＝大分」5（6.7％），「佐野常民＝

図1．任意の時代の尊敬する医療人（全体　n=75)

ヒポクラテス
4%

中村哲
3%

杉田玄白
3%

シーボルト
8%北里柴三郎

7%

18%
ナイチンゲール

その他
30% マザーテレサ

15%

野口英世
12%

マザーテレサ
15%

ナイチンゲール
15%

マザーテレサ
12%

北里柴三郎
9%

ヒポクラテス
9%国境なき医師団

9%

その他（一人）
46%

図2．尊敬する医療人（看護学専攻　n=33）

ナイチンゲール
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17%

シーボルト
17%

杉田玄白
5%

シュバイツアー
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北里柴三郎
5%

その他（一人）
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図3．尊敬する医療人（検査科学専攻　n=41)

図４．調査の動機づけ（MA=116)
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佐賀」3（4％），「シーボルト＝長崎」2，「緒方春朔＝
大阪」2，「緒方洪庵＝大阪」2，「高木兼寛＝宮崎」
2であった。学生の出身地，居住地は広範囲で多
彩であるので，件数も多かった。その中でも「原
田正純＝福岡，三井三池炭坑炭塵爆発事故による
CO2障害患者の診療」，「下稲葉康之＝福岡，ホス
ピスによる緩和ケア・ターミナルケアの実践」な
ど地域医療や地域保健に貢献した人物などが具体
的にあげられていた。人物だけではなく，その地
域の集約的な医療に貢献する病院（日本赤十字社
原爆病院＝広島・長崎），「九州がんセンター＝福
岡」，「セントマザー産婦人科＝福岡，生殖補助医
療」などもあげられていた。

３．この医療人を選択した理由

学生が自分が尊敬する医療人として調査したい
と考えた「とっかかり」や「動機づけ」は「授
業中に習った」（43％），「以前から知っていた」
（22％），「本を読み，知っていた」（17％），「新聞・
テレビなどのメディアで知った」（13％）などで
あった（図４）。

４．この医療人の尊敬できる点

学生がなぜ，その人物を尊敬するかの「尊敬の
概念」のカテゴリーとして，「献身性」，「無私的
な貢献」，「科学者」，「あくなき探究心」，「歴史的
発見」，「その分野で一番，最初に実践した先駆者」

表３　学生の居住地域の医療人・施設・団体（n=75) 

自分の地域の医療人 　件数 歴史的私塾
貝原益軒（福岡） 11 適　　塾 1

北里柴三郎（熊本） 8

アルメイダ（大分） 5

佐野常民（佐賀） 3 医療支援団体
シーボルト（長崎） 2 チェルノブイリ支援の会 1

緒方春朔（大阪） 2 ＡＭＤＡ（岡山） 1

緒方洪庵（大阪） 2

高木兼寛（宮崎） 2

栗崎流外科（長崎） 1 研究団体
丹波康頼（京都） 1 久山スタディ 1

野口英世（福島） 1

伊東玄朴（佐賀） 1

竹内春海（山口　地域医療） 1 催し物への参加
石井十次（岡山　孤児院） 1 がんを知る　展示会 1

下稲葉康之（福岡） 1

前田敏明（山口） 1

原田正純（三池 CO2） 1 病院・施設
マルセル・ジュノー（広島） 1 聖福病院 1

今村千代子（北九州市） 1 福岡市中央保健センター 1

高松凌雲（福岡　同支社） 1 博愛社 1

中村哲（福岡） 1 原三信病院 1

永富独嘯庵（山口） 1 セントマザー産婦人科 1

永井隆博士（長崎） 1 九州がんセンター 1

田原淳（福岡） 1 原爆病院 1

津田意安（福岡　幼科） 1 広島赤十字原爆病院 1

坂本家（福岡矢部の医家一族） 1

長与専斎（長崎） 1

延吉正清（小倉　心臓病医） 1

池田洋一（佐賀　産婦人科） 1

佐藤進（広島　軍医） 1

ナイチンゲール
18%

野口英世
19%

マザーテレサ
17%

シーボルト
17%

杉田玄白
5%

シュバイツアー
5%

北里柴三郎
5%

その他（一人）
14%
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があげられた。

学生は上記を調査するにあたり，郷土史，医療，
保健に関する書籍，病院や医師会などから発行さ
れているパンフレット，インターネットのホーム
ページなどを活用していた。また，そのうち４
名（５％）は実際に関連の資料館（貝原益軒資料
館，北里柴三郎生家跡資料館，佐野常民資料館，
日本赤十字博愛社など）や博物館，史跡跡，展示
会などを訪問・踏査し，積極的な学習を展開して
いた。これらの学生は実地踏査，文献活用，イン
ターネットを活用して調査していた。33名（44％）
は授業中のテキストや単行本を含む，文献とイン
ターネットを活用していた。残り38名（51％）は
インターネットのみの活用で，インターネットの
原文をそのまま，使用している率が多かった。

Ⅳ　考察
上記の「任意の時代の自分が尊敬する医療
人」で学生があげた人物，ナイチンゲール」14

（18.7％），「野口英世」９（12％），シーボルト６
（8％），北里柴三郎５（6.7％），「ヒポクラテス」
３（4％），杉田玄白2（3％）については授業の中
で教授したので，幾分かの知識と興味を持ち，選
定したと思われる。また，児童が選ぶ世界の偉人
10傑4）にあげられる「野口英世」などは，その実
質的な医療上および細菌学的成果は斟酌せずに，
「貧しい家庭の出自，火傷による手の障害の克服，
歴史的な細菌の発見，特徴的なその死」など立志
伝的な要素が強く，幼い頃から伝記上の人物とし
て親しんできた素地があることが伺える。「マザー
テレサ」11（14.7％），中村哲など比較的，最近
の人物についてはその仕事の内容，気概に尊敬を
覚えているのではないかと思われる。

1年次でもう少し，数多くの人物をあげてくる
かと思われたが，初歩的な段階であるので，今後，
授業の進行とともに数が増え，さまざまな医療人
の活動に示唆を受けることが期待される。
専攻により，数多くの分野や人物をあげてくる
率が異なる結果が得られた。看護学専攻は「その
他」の割合が16％と多く，さまざまな分野で数多

くの医療人に興味があることが伺われる。検査技
術科学専攻は看護学専攻であげられない「野口英
世」，「シーボルト」が多く，細菌学の専門的な寄
与などに興味があることが伺われるし，また，特
定の数名の人物に纏まってしまう傾向があった。
看護学専攻は早い段階から医療・ケアへの関心
があり，各方面の分野からヒューマンケアの先達
を見つめてきたのではないかと考えられる。
２． 「学生の居住地域の医療人・施設・団体」は
「貝原益軒＝福岡」，「北里柴三郎＝大分」，「ル
イス・アルメイダ＝大分」，「佐野常民＝佐賀」
３，「シーボルト＝長崎」２，「緒方春朔＝大
阪」２，「緒方洪庵」２，「高木兼寛＝宮崎」２
というように，授業で習ったことをベースに自
分の頭・足を使い，探究していくという学習態
度が養われるとともに，「自分の郷土にも太古
の昔から医療の歴史の変遷が存在し，素晴らし
い医療人が存在していた」という郷土への見直
しと地域コミットメントが深まることが学べた
といえる。「医療の歴史」が遠い昔のことの学
習として冷めた視点で捉えていたことが，調査
をする中でより身近かとなり，現在および未来
に連綿と続いていること，その渦中で今，現
在，学生は「医療の歴史」を学んでいるのだと
いう歴史観が養われる体験をしているのではな
いかと考えられる。ただ，調査を行う際に関連
の場所や人物に出向き，自分で体験することを
学習目標にしていたが，それを実施した学生は
4名（5％）という結果となり，残りは机上の学
習に終わっている実態，しかもインターネット
に頼り過ぎているということがあげられる。上
記4名の調査は直接，自分の手と足と口を使っ
て見聞きすることにより，秀逸な調査結果とな
り，個人への成果や反映がとても大という内容
であった。レポートの書き方，調査の方法の提
示，その結果の纏め方などについて，教育的な
関わりが必要であると考えられた。

３．この医療人を選択した理由では，4月からの
授業で習ったものが最も多く，過去におぼろげ
に知っている人物が具体的にその活動や成果を
学ぶことにより，より身近な存在となっている
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かと思われる。
太古から現在までの人々の生活の中で医療がどの
ように変遷してきたのか，学生が興味を持ち，
自ら探究していくことを助ける授業方法の工夫
と開発が必要と思われる。

４．この医療人の尊敬できる点では，科学上の大
きな発明や発見よりも，人道的な行動や組織の
形成に貢献した点が尊敬の源になっている。保
健学系学生が「ひとの為になにかしたい」「役
立ちたい」という崇高な意識の高さが伺われる。
このことの裏づけとして国公立大学志望者数に
おいても，少子化の影響を受け，前年より，全
体的に1.8％減少している中で，理・工・農林
水産が2.7～3.7％の減少だが，医学系学部（医，
歯，薬，保健）は1.0％の減少に留まっている
ことがあげられる。文部科学省の学校基本調査
においても，99～04年の5年間で，理学部と工
学部志望者はそれぞれ11％，21％と減少したが，
医学系学部は40％も増え，理系全体の志望者は
2.1％増加している。受験科目として生物を選
択する者が物理を上回るようになってきたこと
や，キャリア志向や安定志向を目指すという事
情があるほか，最近の高校生は人を助ける仕事
への関心が高い。多くの犠牲者が出た阪神淡路
大震災や近年の地震・津波による災害，洪水な
どの水害，多くのテロ事件を見て育ったことな
ども影響しているのではないかといわれている
5）。若い世代の，このようなよい点，強みを教
育で曇らせることがないような，具体的な関わ
りが必要であるとともに，学生個人の精進も必
要であると思われる。

Ⅴ，まとめ
保健学系学生１年次前期に「医療の歴史」の講
義を行い，学生の「任意の時代の自分が尊敬する
医療人」と「学生の居住地域の医療人および施設」
についての調査から以下の結果がわかった。
１，「任意の時代の自分が尊敬する医療人」は歴
史上・伝記上の人物を選択することが多く，「尊
敬する概念」として「献身性」，「無私的な貢献」，
「科学者」，「あくなき探究心」，「歴史的発見」，

「その分野で一番の先駆者」があげられる。
２，「学生の居住地域の医療人・施設・団体」で
は地域医療や地域保健に貢献した人物に最も多
く着眼していたが，システムとして施設・組
織・団体の歴史上の貢献度にも着眼していた。

３，「医療の歴史」に興味を持ち，その変遷の過
程と意味づけができるように自ら探究していく
ことを助ける授業方法の工夫と開発が必要であ
る。
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